
例会報告

●第2200回例会　平成29年11月29日（水）曇

●11月はロータリー財団月間

●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席60名

　　　　　　　出席率70.59％　修正出席率85.53％

（11月15日分）

●ビジター紹介
　元会員　武藤　博さん

●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー

　　鄭煥星氏（チョン・ファンソン）駐名古屋韓国総領事

　　姜賢一氏（カン・ヒョンイル）秘書官

　　金榮煥氏（キム・ヨンハン）専門官

●ニコボックス
　「チョン・ファンソン駐名古屋総領事様、本日は卓話

をお引き受けいただきましてありがとうございます。よ

ろしくお願いします。」加藤一郎会長、福田哲三幹事

　「第277回ゴルフ会で初優勝できました。同伴者の牧野

さん、服部雅紀さんありがとうございました。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中知克君

　「昨日はカスの会を欠席しました。会費は本多さんにお

支払いしました。これでもう「カス」を卒業できるか

も知れません。」　　　　　　　　　　髙木一平君

　「昨日のカスの会にお誘いいただきありがとうございま

す。立派なカスになるより精進いたします。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　南舘哲也君

　「和合ＲＣに16年在籍し、６月に退会し早くも５か月経

ちました。新加藤丸は順調に航行中と聞いてます。

皆様からのお手紙や電話をいただき一部の方のみお

礼のお手紙を出しましたが失礼をお許し下さい。旅行

業務を続けながら2020年東京オリンピックの中部空港

へ外客誘致のため“おもてなし隊”のボランティアを進

めています。これからもどうぞよろしくお願い致しま

す。」　　　　　　　　　ＪＴＢ　武藤　博元会員

本日のニコボックス　　　　 5件　 15,000円

　累　　　　　計　　　　 116件　837,000円

福田哲三幹事報告

▽当クラブの行事予定

　・11月29日（水）　本日例会終了後、クラブアッセン

ブリーを開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致し

ます。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出席

をお願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催致し

ます。理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月６日（水）　年末会員家族懇親会を開催致し

ます。

※17時受付開始、場所はブルーノートです。

　・12月13日（水）　卓話終了後、年次総会を開催致し

ます。

加藤一郎会長挨拶

　本年度が始まり５ヶ月が過ぎました。副会長、幹事及

び各委員会の皆さんとともになんとかやってこれたのは、

クラブ全員の暖かいまなざし、ご支援をいただいた賜物

と感謝しております。

　さてジェットライナーです。今日はボーイングＢ47登

場の話です。現在私たちが乗っているジェット旅客機の

ルーツは、爆撃機のボーイングＢ47です。（模型を見せ

る）Ｓｗｅｅｐｅｄ ｂａｃｋ Ｗｉｎｇ（後 退 翼)に よる、

衝撃波を送らせスピードをｕｐさせる翼型は、1935年（昭

和10年）イタリアのボルタでの会議で、ドイツのブーゼ

マンが発表した理論でした。しかし、あまりにも単純な

理論であったため、名だたる学者であるフォン・カルマ

ンをはじめ参加した皆が忘れてしまいました。しかし、

ドイツでは、機密事項にして研究を進めていました。そ

して初めてのジェット機を飛ばしました。また、アメリカ

ではＮＡＣＡで研究していたロバート・ジョーンズが、

ブーゼマンの理論を全く知らずに、10年遅れて後退翼

理論を発見しました。アメリカは、ドイツの敗戦近くに

ドイツの研究所へ行き、ブーゼマン本人と後退翼の資

料をアメリカへ持ち帰りました。ドイツの研究所に行っ

たアメリカの技術者は、行く前にロバート・ジョーンズ

の話を知っていたので、後退翼の資料とそれにサインの

あったブーゼマンを連れ帰ったのでした。

　現在飛んでいるジェットライナーの元は、ブーゼマン

とロバート・ジョーンズの後退翼理論と、実際に飛ばし

たボーイングＢ47に行き着きます。次回からはＢ４７の

開発ストーリーです。興味深い話が出てきます。ご期

待ください。

卓　話

韓日交流の深さ
駐名古屋大韓民国総領事

鄭　煥　星

１．韓日関係の現状
（人的交流）
◆日本訪問韓国人数

　－2012年204万名、

　　2016年509万名

◆韓国訪問日本人数

　－2012年351万名（最多）、

　　2016年229万名

（文化交流）
◆韓流（ドラマ、K-Pop、キムチ等）

◆日流（寿司、さけ、漫画、アニメ、小説等）

（経済関係）
◆貿易額、1965年2億ドルから2016年718億ドル

　－2001年以降、韓国は日本の第3位貿易相手国

　－2016年、日本は韓国の第2位輸入国、

　　第5位輸出国

２．韓日交流の深さ
✤地理的位置

✤韓国語と日本語
■言葉の類似性

－疑問の「か」など助詞の使用

　（例）これはなんですか。이것은무엇입니까？

－同じ語順：主語＋目的語＋叙述語（動詞)

　＊中国語、英語との比較

－漢字語の使用（同じ発音も)

　（例）道路、無理、部分、調査等等

■言葉の類似性⇒ 近い関係、交流の証

⑴百済の王仁博士（４世紀末）

☞古事記の記録

“百濟國若有賢人者貢上故受命以貢上人名和邇

吉師即論語十卷千字文一卷并十一卷付是人即

貢進”

⑵仏教（６～７世紀）

☞日本書紀の記録

“十三年（欽明天皇、552年）冬十月、百濟聖明王、

更名聖王､遣西部姬氏達率怒唎斯致契等、獻釋

迦佛金銅像一軀・幡蓋若干・經論若干卷”

☞法隆寺（奈良県）の金堂壁画

－高句麗の僧侶曇徵（610年）

☞日本国宝1号

－廣隆寺（京都)

木造弥勒菩薩半跏像

⑶朝鮮通信使　＊「ウィキペディア」から抜粋

　朝鮮通信使のそもそもの趣旨は室町将軍からの

使者と国書に対する返礼であり、1375年（永和元年）

に足利義満によって派遣された日本国王使に対して

信（よしみ）を通わす使者として派遣されたのが

始まりである。15世紀半ばからしばらく途絶えて、

安土桃山時代に朝鮮から豊臣秀吉が朝鮮に出兵す

るか否かを確認するため、秀吉に向けても派遣さ

れている。しかし、その後の文禄・慶長の役によっ

て日朝間が国交断絶となったために中断された。そ

の後、江戸時代に再開された。広義の意味では室

町時代から江戸時代にかけてのもの全部を指す

が、一般的に朝鮮通信使と記述する場合は狭義の

意味の江戸時代のそれを指すことが多い。

☞1607年から1811年まで12回

　主として将軍家を祝賀するためにやってきた国使

であり、将軍の権威の誇示に利用された。同時に

鎖国を国是としていた当時の日本において、間接

的にではあっても中国文化に触れることのできる数

少ない機会でもあり通信使の宿泊先には多くの日本

の文人墨客が集まり、大いに交流がなされるという

副産物をもたらした。

⑷天皇のご発言

平城遷都1300年、奈良で祝典　天皇陛下「深
い感慨」（2010/10/8 日経新聞Net版全文）

　天平文化が花開いた平城京への遷都から今年で

1300年となるのを念する祝典が８日、奈良市の平

城宮跡で開かれた。色鮮やかな天平装を身にまとっ

た雅楽や舞、万葉集を題材にした楽劇が披露され、

や中国、韓国の児童らが未来に向けた友好と交流

のメッセージを宣参加者は東アジアとの交流を通じ

て国づくりが進んだ奈良時代に思はせた。

　天皇、皇后両陛下をはじめ47カ国の大使ら内外

から約1700人が出天皇陛下は「百済をはじめ、多

くの国から渡来人が移住し文化や技発展に寄与して

きました」とあいさつ。「遣唐使の乗った船の遭難

は危険を冒して国のために力を尽くした人々によっ

て様々な発展がもされたことに深い感慨を覚えま

す」と述べられた。

　陛下は平城京について「父祖の地として深いゆ

かりを感じる」とし、「桓武天皇の生母は続日本紀

によれば百済の武寧王（ぶねいおう）を始祖とす

る渡来人の子孫」と述べ、皇室と古代朝鮮半島と

の縁にれられた。今春復元された第１次大極殿（だ

いごくでん）前の特設ステージ城京建都に貢献し
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た藤原不比等に扮（ふん）した狂言師の野村万蔵

らが「遷都の詔」を朗読。大阪府の小学校に通う

中国や韓国籍の児地元奈良の子ども約60人が「友

達の輪をアジアに広げたい」と声をせ「私たちの

平城遷都1300年宣言」を発表した。

⑸文化の逆流（近代以降）

◆西洋文化、思想、技術等の導入

»民主主義、憲法、議会等の政治制度

»法律、経済関連の概念、知識、言葉

»科学技術関連の知識、用語

◆日本の文化

»日本酒、和食等

３．結び
◆韓日間の非友好的歴史

»日本の帝国（軍国)主義

　－1910～45年朝鮮半島併合

»文禄・慶長の役（1592年､1597年)

　－朝鮮の死亡者は20万～100万名推定

»倭寇：鎌倉・室町時代

しかし、韓日間の友好的歴史はきわめて長い。

●第５回理事会（平成29年11月29日（水）クラブ協議会

終了後　ウェスティンナゴヤキャッスル）

・次年度地区委員会出向の件

・その他

●12月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人
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例会報告

●第2200回例会　平成29年11月29日（水）曇

●11月はロータリー財団月間

●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席60名

　　　　　　　出席率70.59％　修正出席率85.53％

（11月15日分）

●ビジター紹介
　元会員　武藤　博さん

●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー

　　鄭煥星氏（チョン・ファンソン）駐名古屋韓国総領事

　　姜賢一氏（カン・ヒョンイル）秘書官

　　金榮煥氏（キム・ヨンハン）専門官

●ニコボックス
　「チョン・ファンソン駐名古屋総領事様、本日は卓話

をお引き受けいただきましてありがとうございます。よ

ろしくお願いします。」加藤一郎会長、福田哲三幹事

　「第277回ゴルフ会で初優勝できました。同伴者の牧野

さん、服部雅紀さんありがとうございました。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中知克君

　「昨日はカスの会を欠席しました。会費は本多さんにお

支払いしました。これでもう「カス」を卒業できるか

も知れません。」　　　　　　　　　　髙木一平君

　「昨日のカスの会にお誘いいただきありがとうございま

す。立派なカスになるより精進いたします。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　南舘哲也君

　「和合ＲＣに16年在籍し、６月に退会し早くも５か月経

ちました。新加藤丸は順調に航行中と聞いてます。

皆様からのお手紙や電話をいただき一部の方のみお

礼のお手紙を出しましたが失礼をお許し下さい。旅行

業務を続けながら2020年東京オリンピックの中部空港

へ外客誘致のため“おもてなし隊”のボランティアを進

めています。これからもどうぞよろしくお願い致しま

す。」　　　　　　　　　ＪＴＢ　武藤　博元会員

本日のニコボックス　　　　 5件　 15,000円

　累　　　　　計　　　　 116件　837,000円

福田哲三幹事報告

▽当クラブの行事予定

　・11月29日（水）　本日例会終了後、クラブアッセン

ブリーを開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致し

ます。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出席

をお願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催致し

ます。理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月６日（水）　年末会員家族懇親会を開催致し

ます。

※17時受付開始、場所はブルーノートです。

　・12月13日（水）　卓話終了後、年次総会を開催致し

ます。

加藤一郎会長挨拶

　本年度が始まり５ヶ月が過ぎました。副会長、幹事及

び各委員会の皆さんとともになんとかやってこれたのは、

クラブ全員の暖かいまなざし、ご支援をいただいた賜物

と感謝しております。

　さてジェットライナーです。今日はボーイングＢ47登

場の話です。現在私たちが乗っているジェット旅客機の

ルーツは、爆撃機のボーイングＢ47です。（模型を見せ

る）Ｓｗｅｅｐｅｄ ｂａｃｋ Ｗｉｎｇ（後 退 翼)に よる、

衝撃波を送らせスピードをｕｐさせる翼型は、1935年（昭

和10年）イタリアのボルタでの会議で、ドイツのブーゼ

マンが発表した理論でした。しかし、あまりにも単純な

理論であったため、名だたる学者であるフォン・カルマ

ンをはじめ参加した皆が忘れてしまいました。しかし、

ドイツでは、機密事項にして研究を進めていました。そ

して初めてのジェット機を飛ばしました。また、アメリカ

ではＮＡＣＡで研究していたロバート・ジョーンズが、

ブーゼマンの理論を全く知らずに、10年遅れて後退翼

理論を発見しました。アメリカは、ドイツの敗戦近くに

ドイツの研究所へ行き、ブーゼマン本人と後退翼の資

料をアメリカへ持ち帰りました。ドイツの研究所に行っ

たアメリカの技術者は、行く前にロバート・ジョーンズ

の話を知っていたので、後退翼の資料とそれにサインの

あったブーゼマンを連れ帰ったのでした。

　現在飛んでいるジェットライナーの元は、ブーゼマン

とロバート・ジョーンズの後退翼理論と、実際に飛ばし

たボーイングＢ47に行き着きます。次回からはＢ４７の

開発ストーリーです。興味深い話が出てきます。ご期

待ください。

卓　話

韓日交流の深さ
駐名古屋大韓民国総領事

鄭　煥　星

１．韓日関係の現状
（人的交流）
◆日本訪問韓国人数

　－2012年204万名、

　　2016年509万名

◆韓国訪問日本人数

　－2012年351万名（最多）、

　　2016年229万名

（文化交流）
◆韓流（ドラマ、K-Pop、キムチ等）

◆日流（寿司、さけ、漫画、アニメ、小説等）

（経済関係）
◆貿易額、1965年2億ドルから2016年718億ドル

　－2001年以降、韓国は日本の第3位貿易相手国

　－2016年、日本は韓国の第2位輸入国、

　　第5位輸出国

２．韓日交流の深さ
✤地理的位置

✤韓国語と日本語
■言葉の類似性

－疑問の「か」など助詞の使用

　（例）これはなんですか。이것은무엇입니까？

－同じ語順：主語＋目的語＋叙述語（動詞)

　＊中国語、英語との比較

－漢字語の使用（同じ発音も)

　（例）道路、無理、部分、調査等等

■言葉の類似性⇒ 近い関係、交流の証

⑴百済の王仁博士（４世紀末）

☞古事記の記録

“百濟國若有賢人者貢上故受命以貢上人名和邇

吉師即論語十卷千字文一卷并十一卷付是人即

貢進”

⑵仏教（６～７世紀）

☞日本書紀の記録

“十三年（欽明天皇、552年）冬十月、百濟聖明王、

更名聖王､遣西部姬氏達率怒唎斯致契等、獻釋

迦佛金銅像一軀・幡蓋若干・經論若干卷”

☞法隆寺（奈良県）の金堂壁画

－高句麗の僧侶曇徵（610年）

☞日本国宝1号

－廣隆寺（京都)

木造弥勒菩薩半跏像

⑶朝鮮通信使　＊「ウィキペディア」から抜粋

　朝鮮通信使のそもそもの趣旨は室町将軍からの

使者と国書に対する返礼であり、1375年（永和元年）

に足利義満によって派遣された日本国王使に対して

信（よしみ）を通わす使者として派遣されたのが

始まりである。15世紀半ばからしばらく途絶えて、

安土桃山時代に朝鮮から豊臣秀吉が朝鮮に出兵す

るか否かを確認するため、秀吉に向けても派遣さ

れている。しかし、その後の文禄・慶長の役によっ

て日朝間が国交断絶となったために中断された。そ

の後、江戸時代に再開された。広義の意味では室

町時代から江戸時代にかけてのもの全部を指す

が、一般的に朝鮮通信使と記述する場合は狭義の

意味の江戸時代のそれを指すことが多い。

☞1607年から1811年まで12回

　主として将軍家を祝賀するためにやってきた国使

であり、将軍の権威の誇示に利用された。同時に

鎖国を国是としていた当時の日本において、間接

的にではあっても中国文化に触れることのできる数

少ない機会でもあり通信使の宿泊先には多くの日本

の文人墨客が集まり、大いに交流がなされるという

副産物をもたらした。

⑷天皇のご発言

平城遷都1300年、奈良で祝典　天皇陛下「深
い感慨」（2010/10/8 日経新聞Net版全文）

　天平文化が花開いた平城京への遷都から今年で

1300年となるのを念する祝典が８日、奈良市の平

城宮跡で開かれた。色鮮やかな天平装を身にまとっ

た雅楽や舞、万葉集を題材にした楽劇が披露され、

や中国、韓国の児童らが未来に向けた友好と交流

のメッセージを宣参加者は東アジアとの交流を通じ

て国づくりが進んだ奈良時代に思はせた。

　天皇、皇后両陛下をはじめ47カ国の大使ら内外

から約1700人が出天皇陛下は「百済をはじめ、多

くの国から渡来人が移住し文化や技発展に寄与して

きました」とあいさつ。「遣唐使の乗った船の遭難

は危険を冒して国のために力を尽くした人々によっ

て様々な発展がもされたことに深い感慨を覚えま

す」と述べられた。

　陛下は平城京について「父祖の地として深いゆ

かりを感じる」とし、「桓武天皇の生母は続日本紀

によれば百済の武寧王（ぶねいおう）を始祖とす

る渡来人の子孫」と述べ、皇室と古代朝鮮半島と

の縁にれられた。今春復元された第１次大極殿（だ

いごくでん）前の特設ステージ城京建都に貢献し

た藤原不比等に扮（ふん）した狂言師の野村万蔵

らが「遷都の詔」を朗読。大阪府の小学校に通う

中国や韓国籍の児地元奈良の子ども約60人が「友

達の輪をアジアに広げたい」と声をせ「私たちの

平城遷都1300年宣言」を発表した。

⑸文化の逆流（近代以降）

◆西洋文化、思想、技術等の導入

»民主主義、憲法、議会等の政治制度

»法律、経済関連の概念、知識、言葉

»科学技術関連の知識、用語

◆日本の文化

»日本酒、和食等

３．結び
◆韓日間の非友好的歴史

»日本の帝国（軍国)主義

　－1910～45年朝鮮半島併合

»文禄・慶長の役（1592年､1597年)

　－朝鮮の死亡者は20万～100万名推定

»倭寇：鎌倉・室町時代

しかし、韓日間の友好的歴史はきわめて長い。

●第５回理事会（平成29年11月29日（水）クラブ協議会

終了後　ウェスティンナゴヤキャッスル）

・次年度地区委員会出向の件

・その他

●12月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人

＊韓国国宝83号
　金銅弥勒菩薩半跏
　思惟像
　（韓国国立博物館、
　  新羅時代推定)



未来志向的
韓日関係、
揺るぎのない
韓日関係を
築く為には

経済・文化等の実質協力を深化

諸問題は適切に管理・解決

相互理解・交流を強化

例会報告

●第2200回例会　平成29年11月29日（水）曇

●11月はロータリー財団月間

●ロータリーソング　　四つのテスト

●出席報告　　会員　　　名中　　出席60名

　　　　　　　出席率70.59％　修正出席率85.53％

（11月15日分）

●ビジター紹介
　元会員　武藤　博さん

●ゲスト紹介
　ゲストスピーカー

　　鄭煥星氏（チョン・ファンソン）駐名古屋韓国総領事

　　姜賢一氏（カン・ヒョンイル）秘書官

　　金榮煥氏（キム・ヨンハン）専門官

●ニコボックス
　「チョン・ファンソン駐名古屋総領事様、本日は卓話

をお引き受けいただきましてありがとうございます。よ

ろしくお願いします。」加藤一郎会長、福田哲三幹事

　「第277回ゴルフ会で初優勝できました。同伴者の牧野

さん、服部雅紀さんありがとうございました。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中知克君

　「昨日はカスの会を欠席しました。会費は本多さんにお

支払いしました。これでもう「カス」を卒業できるか

も知れません。」　　　　　　　　　　髙木一平君

　「昨日のカスの会にお誘いいただきありがとうございま

す。立派なカスになるより精進いたします。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　南舘哲也君

　「和合ＲＣに16年在籍し、６月に退会し早くも５か月経

ちました。新加藤丸は順調に航行中と聞いてます。

皆様からのお手紙や電話をいただき一部の方のみお

礼のお手紙を出しましたが失礼をお許し下さい。旅行

業務を続けながら2020年東京オリンピックの中部空港

へ外客誘致のため“おもてなし隊”のボランティアを進

めています。これからもどうぞよろしくお願い致しま

す。」　　　　　　　　　ＪＴＢ　武藤　博元会員

本日のニコボックス　　　　 5件　 15,000円

　累　　　　　計　　　　 116件　837,000円

福田哲三幹事報告

▽当クラブの行事予定

　・11月29日（水）　本日例会終了後、クラブアッセン

ブリーを開催致します。

※理事及び役員、各委員長のご出席をお願い致し

ます。委員長ご欠席の場合は代理の方のご出席

をお願い致します。

※クラブアッセンブリー終了後、理事会を開催致し

ます。理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・12月６日（水）　年末会員家族懇親会を開催致し

ます。

※17時受付開始、場所はブルーノートです。

　・12月13日（水）　卓話終了後、年次総会を開催致し

ます。

加藤一郎会長挨拶

　本年度が始まり５ヶ月が過ぎました。副会長、幹事及

び各委員会の皆さんとともになんとかやってこれたのは、

クラブ全員の暖かいまなざし、ご支援をいただいた賜物

と感謝しております。

　さてジェットライナーです。今日はボーイングＢ47登

場の話です。現在私たちが乗っているジェット旅客機の

ルーツは、爆撃機のボーイングＢ47です。（模型を見せ

る）Ｓｗｅｅｐｅｄ ｂａｃｋ Ｗｉｎｇ（後 退 翼)に よる、

衝撃波を送らせスピードをｕｐさせる翼型は、1935年（昭

和10年）イタリアのボルタでの会議で、ドイツのブーゼ

マンが発表した理論でした。しかし、あまりにも単純な

理論であったため、名だたる学者であるフォン・カルマ

ンをはじめ参加した皆が忘れてしまいました。しかし、

ドイツでは、機密事項にして研究を進めていました。そ

して初めてのジェット機を飛ばしました。また、アメリカ

ではＮＡＣＡで研究していたロバート・ジョーンズが、

ブーゼマンの理論を全く知らずに、10年遅れて後退翼

理論を発見しました。アメリカは、ドイツの敗戦近くに

ドイツの研究所へ行き、ブーゼマン本人と後退翼の資

料をアメリカへ持ち帰りました。ドイツの研究所に行っ

たアメリカの技術者は、行く前にロバート・ジョーンズ

の話を知っていたので、後退翼の資料とそれにサインの

あったブーゼマンを連れ帰ったのでした。

　現在飛んでいるジェットライナーの元は、ブーゼマン

とロバート・ジョーンズの後退翼理論と、実際に飛ばし

たボーイングＢ47に行き着きます。次回からはＢ４７の

開発ストーリーです。興味深い話が出てきます。ご期

待ください。

卓　話

韓日交流の深さ
駐名古屋大韓民国総領事

鄭　煥　星

１．韓日関係の現状
（人的交流）
◆日本訪問韓国人数

　－2012年204万名、

　　2016年509万名

◆韓国訪問日本人数

　－2012年351万名（最多）、

　　2016年229万名

（文化交流）
◆韓流（ドラマ、K-Pop、キムチ等）

◆日流（寿司、さけ、漫画、アニメ、小説等）

（経済関係）
◆貿易額、1965年2億ドルから2016年718億ドル

　－2001年以降、韓国は日本の第3位貿易相手国

　－2016年、日本は韓国の第2位輸入国、

　　第5位輸出国

２．韓日交流の深さ
✤地理的位置

✤韓国語と日本語
■言葉の類似性

－疑問の「か」など助詞の使用

　（例）これはなんですか。이것은무엇입니까？

－同じ語順：主語＋目的語＋叙述語（動詞)

　＊中国語、英語との比較

－漢字語の使用（同じ発音も)

　（例）道路、無理、部分、調査等等

■言葉の類似性⇒ 近い関係、交流の証

⑴百済の王仁博士（４世紀末）

☞古事記の記録

“百濟國若有賢人者貢上故受命以貢上人名和邇

吉師即論語十卷千字文一卷并十一卷付是人即

貢進”

⑵仏教（６～７世紀）

☞日本書紀の記録

“十三年（欽明天皇、552年）冬十月、百濟聖明王、

更名聖王､遣西部姬氏達率怒唎斯致契等、獻釋

迦佛金銅像一軀・幡蓋若干・經論若干卷”

☞法隆寺（奈良県）の金堂壁画

－高句麗の僧侶曇徵（610年）

☞日本国宝1号

－廣隆寺（京都)

木造弥勒菩薩半跏像

⑶朝鮮通信使　＊「ウィキペディア」から抜粋

　朝鮮通信使のそもそもの趣旨は室町将軍からの

使者と国書に対する返礼であり、1375年（永和元年）

に足利義満によって派遣された日本国王使に対して

信（よしみ）を通わす使者として派遣されたのが

始まりである。15世紀半ばからしばらく途絶えて、

安土桃山時代に朝鮮から豊臣秀吉が朝鮮に出兵す

るか否かを確認するため、秀吉に向けても派遣さ

れている。しかし、その後の文禄・慶長の役によっ

て日朝間が国交断絶となったために中断された。そ

の後、江戸時代に再開された。広義の意味では室

町時代から江戸時代にかけてのもの全部を指す

が、一般的に朝鮮通信使と記述する場合は狭義の

意味の江戸時代のそれを指すことが多い。

☞1607年から1811年まで12回

　主として将軍家を祝賀するためにやってきた国使

であり、将軍の権威の誇示に利用された。同時に

鎖国を国是としていた当時の日本において、間接

的にではあっても中国文化に触れることのできる数

少ない機会でもあり通信使の宿泊先には多くの日本

の文人墨客が集まり、大いに交流がなされるという

副産物をもたらした。

⑷天皇のご発言

平城遷都1300年、奈良で祝典　天皇陛下「深
い感慨」（2010/10/8 日経新聞Net版全文）

　天平文化が花開いた平城京への遷都から今年で

1300年となるのを念する祝典が８日、奈良市の平

城宮跡で開かれた。色鮮やかな天平装を身にまとっ

た雅楽や舞、万葉集を題材にした楽劇が披露され、

や中国、韓国の児童らが未来に向けた友好と交流

のメッセージを宣参加者は東アジアとの交流を通じ

て国づくりが進んだ奈良時代に思はせた。

　天皇、皇后両陛下をはじめ47カ国の大使ら内外

から約1700人が出天皇陛下は「百済をはじめ、多

くの国から渡来人が移住し文化や技発展に寄与して

きました」とあいさつ。「遣唐使の乗った船の遭難

は危険を冒して国のために力を尽くした人々によっ

て様々な発展がもされたことに深い感慨を覚えま

す」と述べられた。

　陛下は平城京について「父祖の地として深いゆ

かりを感じる」とし、「桓武天皇の生母は続日本紀

によれば百済の武寧王（ぶねいおう）を始祖とす

る渡来人の子孫」と述べ、皇室と古代朝鮮半島と

の縁にれられた。今春復元された第１次大極殿（だ

いごくでん）前の特設ステージ城京建都に貢献し ○このウィクリーは再生紙を使用しております。

た藤原不比等に扮（ふん）した狂言師の野村万蔵

らが「遷都の詔」を朗読。大阪府の小学校に通う

中国や韓国籍の児地元奈良の子ども約60人が「友

達の輪をアジアに広げたい」と声をせ「私たちの

平城遷都1300年宣言」を発表した。

⑸文化の逆流（近代以降）

◆西洋文化、思想、技術等の導入

»民主主義、憲法、議会等の政治制度

»法律、経済関連の概念、知識、言葉

»科学技術関連の知識、用語

◆日本の文化

»日本酒、和食等

３．結び
◆韓日間の非友好的歴史

»日本の帝国（軍国)主義

　－1910～45年朝鮮半島併合

»文禄・慶長の役（1592年､1597年)

　－朝鮮の死亡者は20万～100万名推定

»倭寇：鎌倉・室町時代

しかし、韓日間の友好的歴史はきわめて長い。

●第５回理事会（平成29年11月29日（水）クラブ協議会

終了後　ウェスティンナゴヤキャッスル）

・次年度地区委員会出向の件

・その他

●12月度誕生日祝福
　　　　会　　員　　　　　　　　ご 夫 人

今井明雄　君

坪井和義　君

梶田浩太郎　君

石川雅道　君

山本文彦　君

福田哲三　君

加藤重和　君

（12月３日）

（12月５日）

（12月13日）

（12月15日）

（12月22日）

（12月29日）

（12月30日）

亀井敏勝　夫人

小栗正章　夫人

稲川　久　夫人

相羽繁生　夫人

服部　滋　夫人

柏木博喜　夫人

（12月10日）

（12月14日）

（12月18日）

（12月20日）

（12月27日）

（12月30日）


